
公認会計士試験制度の概要

受験資格 受験資格の制限なし。年齢、学歴等にかかわらず受験可能

受験地
東京都、大阪府、北海道、宮城県、愛知県、石川県、広島県、
香川県、熊本県、福岡県、沖縄県その他審査会の指定する場所

■財務会計論 ■管理会計論 ■監査論 ■企業法

年２回（第Ⅰ回１２月上中旬、第Ⅱ回５月下旬）実施

試験科目

短答式試験合格 合格者は、翌年及び翌々年の２年間、
短答式試験の免除を受けることが可能

※論文式試験で不合格になった場合でも、公認会計士･監査審査会が相当と認める成績を
得た科目については、翌年及び翌々年の２年間、当該科目の免除を受けることが可能

必須科目 ■会計学 ■監査論 ■企業法 ■租税法
選択科目 ■経営学 ■経済学 ■民法 ■統計学

（以上の４科目から１科目選択）

試験科目

年１回（８月中下旬）実施

短
答
式
試
験

公認会計士試験合格

公 認 会 計 士

（注）実務経験
①業務補助 監査証明業務について公認会計士又は監査法人を補助
②実務従事 財務に関する監査、分析、その他の実務に従事

（実務従事に該当する業務の例：企業における経理、予算管理、原価計算、
企業財務分析や財務コンサルタントなど。単純な経理事務等は除く。）

○３年以上の実務経験（注）
業務補助 又は 実務従事 ※試験合格の前に行うことも可

○実務補習
公認会計士となるのに必要な技能を取得（講習を受け、必要な単位を取得）

※日本公認会計士協会による修了考査を含む

論
文
式
試
験

登

録
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令和６年公認会計士試験の合格発表の概要について 

１． 試験結果の概要 

（１） 願書提出者数（名寄せ）※

21,573人 男性  15,752 人  女性  5,821 人  女性比率  27.0％ 

※ 第Ⅰ回短答式試験、第Ⅱ回短答式試験のいずれにも願書を提出した受験者を名寄せして集計した

もの。

（２） 論文式試験受験者数

4,354  人

（３） 論文式試験合格者数（最終合格者数）

1,603 人（対前年比 59人増） 男性  1,244 人  女性  359 人  女性比率  22.4％ 

最終合格率  7.4％ 

（４） 参考資料

令和６年公認会計士試験論文式試験の得点階層分布表（総合得点比率）（別紙）

【令和６年公認会計士試験結果】 

区 分 令和６年試験 令和５年試験 

願書提出者数(a) 21,573 人 20,317 人 

短答式試験受験者数 19,564 人 18,228 人 

短答式試験合格者数(b) 2,345 人 2,103 人 

短答式試験免除者数(c) 2,009 人 2,089 人 

論文式試験受験者数(b+c) 4,354 人 4,192 人 

論文式試験合格者数 

（最終合格者数）(d) 
1,603 人 1,544 人 

最終合格率(d/a) 7.4％ 7.6％ 
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２．論文式試験合格者の概要 

（１） 合格者

51.9％以上の得点比率を取得した者 

ただし、試験科目のうち１科目につき得点比率が 40％未満のものがある場合

は不合格 

（２） 合格者の年齢※

合格者の平均年齢は 24.6 歳 

最高年齢は 54 歳、最低年齢は 17 歳 

（３） 合格者の職業※

「学生」及び「専修学校・各種学校受講生」が 962人（構成比 60.0％） 

「会社員」は 109 人（構成比 6.8％） 

※ 出願時の申告に基づく。

３．一部科目免除資格取得者の概要 

論文式試験の一部の試験科目について、合格発表の日から起算して２年を経過する論

文式試験まで免除を受けることができる一部科目免除資格取得者は 605 人(属人ベース) 

（注）科目別の免除資格取得者の延べ人数ベースでは 719 人 
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令和６年公認会計士試験

合格者調

-36-



1．年別合格者調

論 文 式

受 験 者

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)／(Ａ) (Ｃ)／(Ｂ)

人 人 人 ％ ％

20,796 9,617 3,108 14.9 32.3

20,926 9,026 4,041 19.3 44.8

21,168 8,463 3,625 17.1 42.8

21,255 6,173 2,229 10.5 36.1

25,648 5,512 2,041 8.0 37.0

23,151 4,632 1,511 6.5 32.6

17,894 3,542 1,347 7.5 38.0

13,224 3,277 1,178 8.9 35.9

10,870 2,994 1,102 10.1 36.8

10,180 3,086 1,051 10.3 34.1

10,256 3,138 1,108 10.8 35.3

11,032 3,306 1,231 11.2 37.2

11,742 3,678 1,305 11.1 35.5

12,532 3,792 1,337 10.7 35.3

13,231 3,719 1,335 10.1 35.9

14,192 3,992 1,360 9.6 34.1

18,789 4,067 1,456 7.7 35.8

20,317 4,192 1,544 7.6 36.8

21,573 4,354 1,603 7.4 36.8

318,776 90,560 33,512 10.5 37.0

（注１）令和 6年合格者中
最高年齢54歳、最低年齢17歳、女性359人

（注２）出願者数は、第Ⅰ回短答式試験、第Ⅱ回短答式試験のいずれにも出願した受験者を
名寄せして集計したもの

出 願 者 合 格 者
合　格　率

年 別

合計

令和  3年

令和  2年

令和　元年

平成 25年

令和  5年

令和  4年

平成 26年

平成 18年

平成 24年

平成 23年

平成 22年

平成 21年

平成 20年

平成 19年

平成 30年

平成 29年

平成 28年

平成 27年

令和  6年
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2．年齢別合格者調

論 文 式 合 格 者
受 験 者 構 成 比

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)／(Ａ) (Ｃ)／(Ｂ)

人 人 人 ％ ％ ％

20歳未満 442 41 18 4.1 43.9 1.1%

20歳以上25歳未満 10,029 2,082 986 9.8 47.4 61.5%

25歳以上30歳未満 5,341 1,156 418 7.8 36.2 26.1%

30歳以上35歳未満 2,425 468 123 5.1 26.3 7.7%

35歳以上40歳未満 1,292 250 42 3.3 16.8 2.6%

40歳以上45歳未満 834 151 10 1.2 6.6 0.6%

45歳以上50歳未満 496 72 2 0.4 2.8 0.1%

50歳以上55歳未満 297 64 4 1.3 6.3 0.2%

55歳以上60歳未満 192 34 0 0.0 0.0 0.0%

60歳以上65歳未満 113 20 0 0.0 0.0 0.0%

65歳以上 112 16 0 0.0 0.0 0.0%

21,573 4,354 1,603 7.4 36.8 100.0

(注) 令和 6年11月15日時点の年齢であり、出願時の申告に基づくもの。

区　　分
出 願 者 合 格 者

合　格　率

合　　計
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3．学歴別合格者調

論 文 式 合 格 者
受 験 者 構 成 比

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)／(Ａ) (Ｃ)／(Ｂ)

人 人 人 ％ ％ ％

1,071 308 60 5.6 19.5 3.7%

745 347 28 3.8 8.1 1.7%

176 36 14 8.0 38.9 0.9%

207 44 21 10.1 47.7 1.3%

9,657 2,006 747 7.7 37.2 46.6%

6,901 1,236 605 8.8 48.9 37.7%

2,255 290 102 4.5 35.2 6.4%

561 87 26 4.6 29.9 1.6%

21,573 4,354 1,603 7.4 36.8 100.0

（注１）出願時の申告に基づくもの。また、第Ⅰ回、第Ⅱ回のいずれにも出願した受験者については、
   第Ⅱ回における出願時の申告に基づく区分による。

（注２）大学院の「修了」、大学及び高校の「卒業」には、見込者を含む。

会 計 専 門 職
大 学 院 修 了

区　　分
出 願 者 合 格 者

合　格　率

大 学 院 修 了

合　　計

大 学 院 在 学

会 計 専 門 職
大 学 院 在 学

大 学 卒 業
（ 短 大 含 む ）

大 学 在 学
（ 短 大 含 む ）

高 校 卒 業

そ の 他
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4．職業別合格者調

論 文 式 合 格 者
受 験 者 構 成 比

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)／(Ａ) (Ｃ)／(Ｂ)

人 人 人 ％ ％ ％

46 35 1 2.2 2.9 0.1%

848 218 74 8.7 33.9 4.6%

44 12 1 2.3 8.3 0.1%

3,485 473 109 3.1 23.0 6.8%

717 109 22 3.1 20.2 1.4%

36 11 0 0.0 0.0 0.0%

69 12 2 2.9 16.7 0.1%

9,307 1,824 861 9.3 47.2 53.7%

1,501 343 101 6.7 29.4 6.3%

4,156 1,039 394 9.5 37.9 24.6%

1,364 278 38 2.8 13.7 2.4%

21,573 4,354 1,603 7.4 36.8 100.0

（注１）出願時の申告に基づくもの。また、第Ⅰ回、第Ⅱ回のいずれにも出願した受験者については、
　　第Ⅱ回における出願時の申告に基づく区分による。

会 計 事 務 所 員

区　　分
出 願 者 合 格 者

合　格　率

会 計 士 補

専 修 学 校 ・
各種学校受講生

無 職

そ の 他

合　　計

税 理 士

会 社 員

公 務 員

教 員

教育・学習支援者

学 生
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5．財務局別合格者調

論 文 式 合 格 者
受 験 者 構 成 比

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｃ)／(Ａ) (Ｃ)／(Ｂ)

人 人 人 ％ ％ ％

511 117 41 8.0 35.0 2.6%

743 216 84 11.3 38.9 5.2%

12,033 2,373 858 7.1 36.2 53.5%

322 61 24 7.5 39.3 1.5%

1,497 317 117 7.8 36.9 7.3%

4,438 928 359 8.1 38.7 22.4%

388 63 19 4.9 30.2 1.2%

315 55 23 7.3 41.8 1.4%

264 34 8 3.0 23.5 0.5%

946 170 62 6.6 36.5 3.9%

116 20 8 6.9 40.0 0.5%

21,573 4,354 1,603 7.4 36.8 100.0

東 北

区　　分
出 願 者 合 格 者

合　格　率

北 海 道

九 州

福 岡

沖 縄

合　　計

関 東

北 陸

東 海

近 畿

中 国

四 国
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試験結果の概要 
（令和６年公認会計士試験第Ⅰ回短答式試験） 

（１） 願書提出者数

15,681人

うち、欠席者3,581人※

※ 受験科目全てを欠席した者を指す。 

（２） 答案提出者数

12,100人

（３） 合格者数

1,304人

・ 総点数の75％以上を取得した者

・ ただし、試験科目のうち１科目につき、その満点の40％未満の得点があり、

且つ、答案提出者の下位から遡って33％の人数に当たる者と同一の得点

に満たない者は不合格

（４） 総合平均得点比率・科目別平均得点比率

平均得点比率 

総合 50.5％ 

科目別 

財務会計論 46.7％ 

管理会計論 43.1％ 

監査論 59.1％ 

企業法 53.0％ 
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試験結果の概要 
（令和６年公認会計士試験第Ⅱ回短答式試験） 

（１） 願書提出者数

16,678 人

（２） 答案提出者数

11,003 人 （注）

（注） 願書提出者数と答案提出者数の差の内訳 

・欠席者数          3,666人 （受験予定科目の全てを欠席した者） 

・短答式試験免除者数  2,009 人

うち  令和４年又は令和５年短答式試験合格者   1,736 人

うち  旧第２次試験合格者  42 人 

うち  上記以外の者    231人 

（３） 合格者数

1,041 人

・ 総点数の 78％以上を取得した者

・ ただし、試験科目のうち１科目につき、その満点の40％未満の得点 が

あり、且つ、答案提出者の下位から遡って33％の人数に当たる者と同

一の得点に満たない者は不合格

（４） 総合平均得点比率・科目別平均得点比率

平均得点比率 

総合 51.3％ 

科目別 

財務会計論 48.1％ 

管理会計論 49.1％ 

監査論 57.4％ 

企業法 51.5％ 
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試験結果の概要 
（令和７年公認会計士試験第Ⅰ回短答式試験） 

（１） 出願者数

15,990人

うち、欠席者3,654人※

※ 受験科目全てを欠席した者を指す。 

（２） 答案提出者数

12,336人

（３） 合格者数

1,383人

・ 総点数の72％以上を取得した者

・ ただし、試験科目のうち１科目につき、その満点の40％未満の得点があり、

且つ、答案提出者の下位から遡って33％の人数に当たる者と同一の得点

に満たない者は不合格

（４） 総合平均得点比率・科目別平均得点比率

平均得点比率 

総合 47.6％ 

科目別 

財務会計論 45.3％ 

管理会計論 41.7％ 

監査論 52.0％ 

企業法 51.4％ 
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令和６年度の講演会の開催状況 

開 催 日 場  所 講 師 

令和 6年 4月 24日 学 習 院 大 学 東京都 青木委員 

5月 10日 秋 田 県 立 大 学 秋田県 青木委員 

5月 17日 大 阪 公 立 大 学 大阪府 松井会長

5月 23日 神 奈 川 大 学 神奈川県 青木委員 

6月 3日 慶 應 義 塾 大 学 神奈川県 松井会長

6月 3日 弘 前 大 学 青森県 青木委員 

6月 5日 東 北 工 業 大 学 宮城県 青木委員 

6月 11日 

（収録） 
専 修 大 学 

東京都 
(オンライン)

松井会長 

6月 13日 金 沢 星 稜 大 学 
石川県 

(オンライン)
松井会長

6月 20日 青 山 学 院 大 学 東京都 松井会長 

7月 4 日 広 島 修 道 大 学 広島県 青木委員

7月 10日 東 京 都 立 大 学 東京都 青木委員 

7月 12日 福 井 大 学 福井県 松井会長 

7月 12日 福 岡 大 学 福岡県 青木委員 

7月 18日 金 沢 大 学 石川県 松井会長 

10月 2 日 追 手 門 学 院 大 学 大阪府 青木委員 

10月 7 日 大 和 大 学 大阪府 青木委員 

10月 9 日 兵 庫 県 立 大 学 兵庫県 松井会長

11月 7 日 立命館アジア太平洋大学 大分県 松井会長 

11月 12日 東 北 大 学 宮城県 青木委員 
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11月 14日 北 海 道 大 学 北海道 松井会長 

11月 26日 駒 澤 大 学 東京都 松井会長 

令和 7年 1月 14日 富 山 大 学 富山県 青木委員 
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